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前神奈川県議会議員 

みんなのつるみ 
ぜひお読み

ください 

10 月 3 日、次期総選挙の神奈川 3 区（鶴見区・

神奈川区）の小選挙区予定候補として発表されまし

た。 

2014 年、秘密保護法や安保関連法案の強行のさな

かの総選挙に立候補をし 31,853 票もの思い、「殺し

殺される社会にしてほしくない」「武力ではなく平

和な手段でこそ日本の平和を気づいていってほし

い」という声を託していただいたことは、今も胸に

生きています。 

この 4 年は、鶴見区選出の県会議員として活動を

させていただき、住民の生活を政治がどう救うのか、

どう支えるのか奮闘してきました。 

地方行政は悪政の防波堤として住民の暮らしを

支える重要な役割があることを実感してきました

が、地域の住民の皆さんのいのちと尊厳を守り抜く

には、消費税の増税、社会保障の度重なる改悪、ア

メリカの言うがままに日本の国益を投げ捨てる今

の政権を変えることが何よりも必要です。 

 来るべき総選挙では、今の一部の声にしか耳を傾

けない政治から 99%の国民の声にこそ手を差し伸べ

る政治に切り替えるために全力を尽くしていきた

いと思います。引き続きのご支援をよろしくお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/4 しんぶん赤旗より 

原子力空母はいらない！ 

横須賀集会 

 
1000 人が集まった横須賀集会 

10 月 6 日、横須賀市で「原子力空母はいらない！

横須賀集会」が 1000 人の参加で行われ、私も参加

しました。米海軍横須賀基地は 1973 年の米空母「母

港」強行から現在まで米空母の米本国以外の唯一の

母港とされ、66 年の原子力潜水艦入港から始まった

原子力艦船の入港が 1000 回に迫る世界の中でも特

異な状況にあります。 

集会では、放射能汚染や事件・事故などの脅威を

放置することはできないとして、母港の撤回を呼び

かけるアピールが採択をされました。県議時代に、

原子力艦船が放射能事故を起こした際の、避難計画

について取り上げたことがありますが、国も県も、

神奈川のみならず東京まで影響がある事故の範囲

の広さから、ほとんど無策と言っていい状況です。

国民のいのちと暮らしを真に考えるならば、原子炉

を積んだ艦船が年間の半分も母港として運用する

状況を終わらせる以外にありません。 

次期総選挙にチャレンジします！ 


